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までの重量制限があるので、体重７０ｋｇの作業者には約３０ｋｇの重量までしか持たせてはいけな

い。また、機械を背負ったまま転倒することは非常に危険であり（特に高齢者）もしものときに、救

出できるよう、また助けを呼びに行けるように、二人以上のペア体制で作業することも大切ではない

かと考えられる。 

 

二日目の農作業事故リスク評価 

除草剤まきの作業においても肥料まきと同様に機械の重量

による腰痛や肩こり、転倒が考えられ、また泡沫上の除草剤

が飛散し呼吸器、目へ入りこみ人体になんらかの影響を及ぼ

す可能性がある（写真②）。 

除草剤の飛散から守るためには、暑さによる負担は増えて

しまうが、できるだけマスクやメガネを着用することで、飛

散物の呼吸器や目への侵入を防ぐことができると考えられる。 

写真② 除草剤まき作業の様子 

 

草刈りの作業では、斜面での作業があり機械を持ったまま

転倒する危険や、機械で飛ばされた小石などの破片が目など

に入る危険、草刈り機の刃による足元の怪我の危険がある 

（写真③）。 

草刈りの作業では、斜面では、足場を蔦に取られたりして

機械を持ったまま転倒することがあり、そのとき機械が動い

たままであると、非常に危険である。対策としては、機械を、

持ち手を離せば、エンジンが止まるような機械に、変えるな 

写真③ 斜面の草刈り作業の様子    どの対策をとることが も大切であると考えられる。また、 

蔦などが機械にからまることもしばしばあり、蔦を取り払う際 

には手が蔦とともに機械に巻き込まれる危険があるので、必ずエンジンを止めてから、蔦を取り払わ

なければいけないだろう。また蔦などがからまれば、自動的にエンジンが止まるような機械の開発も

今後勧められるべきだろう。 

また、通常、草刈りをする前に、缶などが落ちていないか確認する必要があるが、実際には雑草が

伸びすぎて地面も見えないし、すべてを取り払うには相当な手間がかかる。対策としては、周りに人

がいないか十分に確認をとり、作業者はフェイスガードやプロテクターをつけることで怪我のリスク

を減らすことができると考えられる。 

 

５．結論 

伺った日はいずれも曇りがちな一日であったが、それでも WBGT の結果などを見ると、熱中症の

リスクが高かった。適切な休憩と水分補給をこまめに行い、また準備運動を行い急激な心拍の上昇を

防ぐなどして、熱中症予防に努めるべきである。私たちは実習中、作業体験よりも観察の時間が多か

ったが、一日観察をしているだけでも相当な体力や気力を消費することを実感し、農家の方々の心身

の強さに圧倒された。騒音測定では、草刈り機での作業では、必要に応じて防音保護具をつけさせる

という結果が出たが、実際、この農家さんでは、従業員が防音保護具をつけており、騒音対策をしっ
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かりとされていた。農作業事故のリスクでは、特に草刈り機の危険性を肌で感じた。従業員さん方は、

フェイスガードの着用はしておられたが、やはり、足元のプロテクターや、安全に配慮した 新の機

械を導入することも必要だろうと感じた。今回の実習を通じて農作業の熱中症リスクや作業事故の現

状を知ることができた。これから滋賀やその他多くの農村地域で医師として働く際にも、これらの体

験がより親身で的確な医療を提供する糧となると感じた。 

 

発表会の質疑応答 

Q．普段、大学で部活動をされている方が多いと思いますが、農作業と部活動ではどちらの方がしん

どいでしょうか。 

A．部活動のようなスポーツ活動はもちろん激しい運動になるので、一時の体への負担は農作業より

も大きいと考えられるが、スポーツは長くても３時間程度の時間しかしない。しかし、農作業は１日

中行うので、一時の体への負担はスポーツには劣るが結果的には同じぐらいの疲労が溜まると思う。 

Q．手を離しても勝手にエンジンが止まってくれないようなタイプの古い草刈り機を使っているのは、

農家さんの認識が甘いからなのか、それとも他の理由か。 

A．特にこの中道農園さんでは農作業器具に対する危険意識が高く、古いタイプの草刈り機の危険性

も理解しておられるが、コストの面などの理由で古いタイプのものをまだ使っておられるということ

だった。 

Q．熱中症を予防するためには適度な休憩も必要だが、今回の体験ではどれくらいの作業時間ごとに

休憩していたか。 

A．おおよそ二時間ほど。 
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